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サイエンスアゴラでのジオツーリズムをテーマにしたワークショップの内容とその
反響
Workshop of geotourism in Science Agora
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日本におけるサイエンスコミュニケーションに関する最大のイベントであるサイエンスアゴラ 2011において，ジオ
ツーリズムに関するワークショップを行った．サイエンスコミュニケーションに興味をもつが，ジオパークのことをあま
り知らない人を対象としたものである．内容は，ジオパーク，ジオツーリズムに関する基調講演，スライドショーによる
バーチャルなジオツアー，旅行業の専門家と新聞記者，そしてジオパーク関係者によるトークセッションである．バー
チャルジオツアーでは，同じスライドを用いてジオをテーマにしたものとそうでないものを比較し，ジオツアーの面白
さを見せる工夫を行った．発表では会場で行ったアンケートの結果も交えて当日の様子を報告する．
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